
        

 

 

 

  

 

 

  

          

 

      

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

出張子育てひろば 

亀戸子育てひろば 
亀戸スポーツセンター 

子育てひろば 

大島８丁目 

子育てひろば 

開催日 １１月８日(火) 

時間  10：00～11：45 

場所 青少年センター ４階 

（亀戸 7-41-16 京葉道路脇、 

亀戸図書館近くです）  

 

開催日 １１月２１日（月） 

時間  10：00～11：30 

 

場所 亀戸文化センター 

    ２階大研修室 

(カメリアプラザ) 

 

開催日 ４・７・１１・１４・１８・ 

     ２１・２５ 

時間  10：00～11：30 

場所 大島８丁目学童クラブ 

(大島 8-28-5-109  

ライオンズタワー大島内) 

 

みずべ会議 

日時：1１月８日(火) 14：00～15：00 
 

今年度２回目のみずべ会議を行います。みずべに関わる方たちと一緒に居心地の良いひろば

をつくるために、利用者のみなさん・ボランティアさん・スタッフで話し合う会です。 

みなさんの参加をお待ちしています。 
 

 

 

かんたん手作り 

 

クリスマスコーラス隊 
 

今年もクリスマス会(12 月 21 日 水曜日)に

向けて、コーラス隊を募集しています。 

みんなで楽しくステキな歌声を 

みずべに響かせませんか♪ 

ピアノ伴奏の方も大募集です!! 
 

初回の集まり 11 月 17 日(木) 14：00～ 

場所 プレイルーム 
 

参加ご希望の方は 

受付までお声をかけて下さい 

 

リフレッシュひととき保育より 

フェルトを使って立体的なクリスマスツリー

を作ります。簡単に可愛くできますので、

ぜひオリジナルツリーを作って 

飾ってみませんか。 

 

11 月 24 日(木) 10：30～ 

先着 15 名 

 

名札シール 
 

 

 

ひろばで遊ぶお友だちには、手作りの名札

や名札シールをつけてもらっています。 

受付にお名前と月齢を書いて貼る名札シー

ルがありますので、ひろばで過ごしている時

は皆さんにお名前がわかるように、名札を

つけていただくよう、よろしくお願いします。 

 

 

泣いてお母さんを見送っていた Y ちゃん。今

ではお母さんに「バイバイ」「おかえり」と言っ

て支援士さんとのひとときを楽しんで過ごし

ています。人との関りや遊びの中で、着実

に心も成長しているのですね。支援士さんと

共に、これからも安心して過ごせる場所を

作っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

大島みずべ かわらばん 

みんなでつくる子育てひろば  
 

 

 

 

                   

 

              「共に感じる」 

みずべに来るお母さんたちの挨拶が、「涼しい」から「寒い」に変わってきて、みずべ横の銀

杏の葉っぱも、黄色い衣装にお色直しするのもまもなくですね。 

この時期は私立幼稚園や保育園の入園申し込みが始まっていて、初めて経験するお母さ

ん方にとっては「どういう園がいいの？」「こどもにとっていい園は？」と園決めは迷いと悩みが

多い課題です。同じように悩んでいるママ同士や先輩ママから話しを聞いたりするなど盛んに

行われています。 

先日「ほら見て」と言わんばかりに運動会でもらったメダルを胸にかけて誇らしげに、みずべ

の廊下をゆっくり歩いていたＴちゃんが、メダルと同じように顔もキラキラ輝いていたのがとても

印象的でした。昨年の今頃はきっとママも園選びで悩まれたと思いますが、こうしてこどもたち

が大きくなることを喜んでいる姿を見ると嬉しく感じます。 

りんごの木こどもクラブ代表の柴田愛子さんの著書「子育てを楽しむ」の中から、 

 『こどもの気持ちをわかってあげる』ということと、『こどもの思いどおりにしてあげる』ということは

違います・・・「こどもの思うようにしてあげましょう」ではなくて、こどもがその時その時に何を感じ

ているかをくみ取って「うん、うん」って受け止めてあげましょう・・・こどもって自分の気持ちをわ

かってくれる、自分の気持ちを受け止めてくれる人を持つことが何より大事。 

自分を愛してくれる人がいる 

悲しくなったら、泣いて帰ってもいい懐がある 

振りむくと、いつでもいてくれる 

ときどき背中をポーンと押してくれる 

親の側から言いなおすと・・・ 

こどもの後ろに、ほどほどの距離をあけながら、ついて行こう 

振りかえったら「ここにいるよ」ってうなずいてあげよう 

振りかえった顔がべそをかいていたら、抱いて、泣かせてあげよう 

背中が迷っていたらポン！とたたいて、元気づけよう 

こどもはひとりでは生きられない。見捨てられたら生きられないっていうことを本能的に知ってい

る。だから、その根っこさえしっかりと固めてあげれば、あとは自分で育っていくと思うの。  

 

                センター長 篠原喜美 
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